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自指せ県大会！

告肪操法選考会
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前消友会会長粕谷近衛様（故）と消友会の皆様より、操法大会の優勝旗、

／小型ポンプの部（青）ポンプ車の部（赤）の二旗が寄贈されました。

悪天候での操法大会ではありましたが、寄贈された優勝旗が大会を盛

り上げていました。

算
7
7
匂
狭
山
市
塙
肪
揺
法
大
会

平
成
2
5
年
1
0
月
2
0
日
（
日
）

上
奥
富
運
動
公
園
内
訓
練
会

場
に
て
、
第
1
1
回
狭
山
市
消

防
団
消
防
操
法
大
会
が
異
例

の
悪
天
候
の
な
か
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
実
際
の
消
火
活
動

に
天
候
な
ど
は
関
係
な
く
、

伊
藤
隆
弘
団
長
の
も
と
、
よ

り
実
践
を
想
定
し
て
の
操
法

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
操
法
と
は
主
に
消
防

団
員
が
安
全
か
つ
迅
速
な
消
火
活
動
を
目
指
し
た
基
本
操
作
で

あ
り
、
実
際
の
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
の
基
本
と
な
る
訓
練

です。大
会
の
数
か
月
間
、
各
地
区
の
消
防
団
員
は
仕
事
が
終
わ
っ

た
後
や
休
日
な
ど
に
訓
練
を
積
み
重
ね
当
日
に
臨
み
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
7
隊
、
ポ
ン
プ
車
の
部
1
3
隊

が
そ
れ
ぞ
れ
エ
ン
ト
リ
ー
を

し
、
時
折
、
激
し
く
雨
が
降
り

1
0
月
半
ば
と
は
思
え
な
い
よ

う
な
と
て
も
寒
く
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
悪
い
中
、
各
分
団
・

各
隊
が
こ
の
目
の
た
め
に
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
遺
憾

無
く
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

各
団
員
の
協
力
も
あ
り
、

大
会
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し

今
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
2
6
年
6
月
2
9
日
（
日
）
狭

山
入
間
支
部
消
防
操
法
選
考
会

を
行
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
ポ
ン
プ
車
の

部
で
入
賞
し
た
上
位
3
隊
が
、

入
間
市
消
防
団
の
同
隊
と
8
月

2
3
日
（
土
）
に
行
わ
れ
る
県
大
会

の
出
場
権
を
か
け
、
選
考
会
を

行
い
ま
す
。

是
非
、
多
く
の
皆
様
の
応
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第
8
分
薗
車
庫
紹
d

第
5
分
団
は
、
奥
富
地
区
、
柏
原
新
田
の
一
部
、
新
狭
山

地
区
（
1
丁
目
の
一
部
、
2
丁
目
）
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
第
5
分
団
の
4
つ
の
車
庫
の
場
所
を
紹
介
し

ます。5
1
は
、
分
団
内
で
唯
一
ポ
ン
プ
車
を
配
備
し
て
お

り
、
昨
年
は
狭
山
市
消
防
操
法
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部
で

優
勝
し
、
今
年
は
県
大
会
出
場
を
目
指
し
狭
山
入
間
支

部
消
防
操
法
選
考
会
に
出
場
し
ま
す
。

5
・
2
・
1
は
昨
年
度
、
埼
玉
県
消
防
操
法
大
会
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
3
位
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
練
習
熱

心
な
車
庫
で
す
。

5
・
2
・
2
は
、
農
業
・
自
営
業
の
人
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、
火
事
の
時
に
は
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
ま
す
。

5
・
2
・
3
は
、
訓
練
が
終
わ
っ
た
後
も
、
み
ん
な
で
熱

く
語
り
合
っ
て
い
る
楽
し
い
車
庫
で
す
。

特
別
点
検

平
成
2
5
年
1
2
月
1
日
（
目
）
『
狭
山
市
消
防
団

特
別
点
検
』
を
柏
原
河
川
敷
公
園
に
て
実
施
し

ま
し
た
。
特
別
点
検
と
は
、
火
災
が
多
発
す
る
季
節
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
狭
山
市
長
が
点
検
者
と
な

り
、
消
防
団
員
の
服
装
や
規
律
、
車
両
・
機
械
器

具
を
点
検
し
、
災
害
に
対
し
て
万
全
を
期
す
る

た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

当
日
は
近
年
稀
に
見
る
晴
天
に
恵
ま
れ
1
2
月

と
は
思
え
ぬ
暖
か
さ
の
中
、
団
長
以
下
2
6
1

名
の
消
防
団
員
に
よ
る
服
装
点
検
・
機
械
器
具

点
検
・
消
防
操
法
訓
練
・
分
列
行
進
・
一
斉
放
水

な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
活
動
に
長
年
貢
献
さ
れ
た
方
々

へ
の
表
彰
状
等
の
授
与
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
点
検
者
で
あ
る
狭
山
市
長
か
ら
『
良

好
』
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
消
防
団

活
動
で
の
志
気
が
向
上
し
ま
し
た
。

出

　

初

　

式

平
成
2
6
年
1
月
1
2
日
（
日
）
、
上
奥
富
運
動

公
園
に
て
狭
山
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴

天
の
も
と
消

防
団
、
狭
山
消

防
署
、
女
性
消

防
協
力
隊
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
西
中

吹
奏
楽
部
が
参
加
し
、
多

く
の
市
民
の
皆
様
が
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。

午
前
1
0
時
の
式
典
か

ら
始
ま
り
、
徒
歩
分
列
行

進
、
消
防
車
両
に
よ
る
車

両
分
列
行
進
、
埼
玉
県
防

災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
・
消
防
職
員
・
消
防
団

員
に
よ
る
救
出
救
助
搬

送
訓
練
、
消
防
団
・
自
主
防

災
組
織
に
よ
る
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
例
年
同
様
消
防

団
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
団

員
募
集
や
消
防
車
両
前

で
の
記
念
撮
影
、
昨
年
ご

好
評
い
た
だ
い
た
温
か

い
コ
ー
ン
ス
ー
プ
の
配

布
も
合
わ
せ
て
行
い
ま

し
た
。

お
も
政
事
秦
予
定

3
月
1
6
日
（
日
）

新
入
団
員
説
明
会

場
所
　
狭
山
消
防
署

4
月
6
日
（
目
）

辞
令
交
付
式
・
入
団
式

6
月
2
9
日
（
日
）

狭
山
入
間
支
部消
防
操
法
選
考
会

8
月
2
日
（
土
）
・
3
日
（
日
）

入
間
川
七
夕
ま
つ
り
警
戒

8
月
2
3
日
（
土
）

埼
玉
県
消
防
操
法
大
会

8
月
3
0
日
（
土
）

狭
山
市
総
合
防
災
訓
練

全
て
の
記
事
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
狭
山
市
役
所

市
民
部
防
災
課
ま
で
。
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粕
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紀
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横
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武
史

指
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塩
野
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英
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島
　
利
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渡
邁
　
裕
貴

岸
本
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一
郎

松
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